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東久留⽶市をブランディングしましょう。
１． 東久留⽶市を⼿塚治⾍先⽣の名声という資産でブランド化し、
 東久留⽶市の観光⽴地を実現しましょう。
 ⼿塚先⽣は60歳で亡くなるまでの約10年間を東久留⽶市で⽣活していましたが、周知の通り漫画・アニメ界の先駆者、巨⼈であり、⽇
本国内はもとより世界中にファンや愛好家がいます。⼿塚先⽣がこのまちで⽣きた息吹が感じられるようなものを整備することで、それらの
⼈々の関⼼を東久留⽶市に集め、東久留⽶市への来訪も期待できるようになります。（インバウンド効果）
 ⼿塚先⽣に遺していただいた先⽣の名声という資産を活⽤させていただくことで、東久留⽶市を輝かしい魅⼒、価値、ブランドとして確
⽴することができ、また、その効果として、東久留⽶市を観光地にすることができるようになります。
 そして、その影響⼒は、世界中にファンや愛好家がいることで、⽇本国内にとどまらず、世界中に及ぶことになります。

２． 実現可能なコンパクトな企画を策定しましょう。
 このような企画を策定するとき、往々にして壮⼤な記念館のようなものを想定しがちですが、市役所のロビーや図書館の⼀隅に⼿塚先⽣
の仕事部屋を忠実に再現するだけでもファンや愛好家にとっては魅⼒があり、東久留⽶市の財政でも⼿が届くものになります。
 そして、このような企画は、地域振興、地域経済の活性化、担税⼒の強化など、地域住⺠の⽣活の向上のためのインフラ整備、制度設計、
制度運⽤の⼀つとして位置づけられることから、⾏政本来の役割として、市が主導することになります。
 ⾏政の役割とは、⼀般的に⾏政サービスと呼ばれていますが、市⺠⽣活の向上のためのインフラ整備、制度設計、制度運⽤に要約する
ことができます。

３． 東久留⽶市のブランド効果を活⽤し、地域振興、地域経済の活
 性化を図りましょう。（東久留⽶市のブランド化の派⽣効果）
 東久留⽶市をブランドとして確⽴することで、地域内の多くのものが東久留⽶市から付加価値を与えられ、特別なものになり（競合との差
別化、競争⼒の強化）、地域振興、地域経済の活性化に寄与するようになります。
 たとえば深⼤寺のそばについて考えてみます。そば粉をロシアや中国からの輸⼊に頼るようになっている今⽇、地域による味の違いは出
にくくなっているように思われます。実際、東久留⽶で⾷べるそばも深⼤寺で⾷べるそばもおいしく、味に⼤差はないように思われます。
 しかし、深⼤寺で⾷べるそばは、深⼤寺という特別な場所で⾷べる特別なそばであり、深⼤寺でそばを⾷べる⾏楽客は、⾃分でもはっき
りとは意識しないまま、深⼤寺という寺の歴史の重みを感じながらそばを⾷べているように思われます。
 これが深⼤寺というブランドがもたらす特別な体験、付加価値ということになり、地域の多くのものが深⼤寺というブランドから付加価値を
与えられ、価値を⾼めているように思われます。その結果、深⼤寺というブランドが地域振興、地域経済の活性化に多⼤な影響⼒を及ぼし
ていることがわかります。
 東久留⽶市について、深⼤寺とおなじ構図で考えると、東久留⽶市という強いブランドが、地域の商品やサービス、たとえば柳久保の⼩
⻨、柳久保⼩⻨を使ったかりんとう・パン、東久留⽶市内の⽣ハム・⼲菓⼦・ラーメンなどに付加価値を与え、商品やサービスの魅⼒をいっそ
う⾼めることで、地域振興、地域経済を活性化するということになります。
 そして、東久留⽶市のブランド効果による地域振興、地域経済の活性化は、市⺠⽣活の満⾜度、市外からの企業誘致、住⺠の転⼊など、
あらゆる⾯において好影響・好循環をもたらすようになります。

 と く た    け ん い ち

VOL.2は、後援会のホームペ
ージからダウンロードできます。
▼ https://tokuta.net/

※ VOL.3は、3⽉上旬発⾏予定です。VOL.3
では、⾏政におけるDX（Digital Transforma-
tion、デジタルトランスフォーメーション）の在り
⽅、運⽤等について考えたいと思います。
VOL.2同様に、Web（https://tokuta.net）か
らダウンロードできるようにいたしますので、ご
⼀読いただければ幸いです。


